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 第 6章は総括であり，本研究で得られた主要な結論を要約している． 
 
学 位 論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
本論文では，高齢者の自立歩行を支援する手摺収納式引き戸の開発に関して，高齢者
が便利に使用できるよう，人間工学的な観点から満足すべき設計条件や，設置する手摺
の幾何形状と引き戸開口力の関係をまとめている．また，安全性の観点から，最弱部の
強度解析や木質材料の疲労強度の算出法など強度上の考察を行っている．得られた知見
は，福祉機器や木質構造の設計など機械工学の分野に寄与するところ大であり，博士（工
学）の学位論文に値するものとして認められる．なお，本論文に関し，調査委員並びに
公聴会出席者からは，引き戸をスムーズに操作できる手摺棒の幾何学的関係，繰り返し
開閉試験における引き戸の車輪とレールへの摩耗の影響，引き戸開口の力学的現象の説
明，数値解析の境界条件等について質問がなされたが，いずれも適切な回答がなされた． 
以上により，論文調査及び最終試験の結果に基づき，審査委員会において慎重に審査
した結果，本論文が，博士（工学）の学位に十分値するものであると判断した． 
